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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

地球環境部 アメリカ アメリカ自然人類学会第 回大会に出席 研究交流促進法David 73 H16. 4.13
Sprague H16. 4.25～

杜 明遠 地球環境部 アメリカ 第 回地球温暖化国際会議に出席 研究推進費15 H16. 4.19
H16. 4.24～

石井 英夫 化学環境部 ドイツ 第 回ラインハーツブルン国際シンポジ 研究交流促進法14 H16. 4.24
H16. 4.29ウムに出席 ～

齋藤 雅典 化学環境部 フィリピン 東南アジアにおける環境修復に関わる研究 研究推進費H16. 4.28
H16. 5. 1情報の収集と交換 ～

石井 英夫 化学環境部 中国 第 回国際植物保護会議に出席 研究交流促進法15 H16. 5. 8
H16. 5.20～

藤井 義晴 中国 第 回国際植物保護会議、および第 回 研究交流促進法生物環境安全部 15 1 H16. 5.10
H16. 5.22中国アレロパシー会議に出席 ～

小川 恭男 マレーシア アセアン拠出金事業「農業の多面的機能に関 要請出張生物環境安全部 H16. 5.17
する計量的調査研究及び普及事業」における ～ 農林水産省H16. 5.20
フォローアップに係る指導及び現地調査

中野 恵子 化学環境部 ドイツ 第 回汚染防止に向けた界面科学国際会議 研究推進費3 H16. 5.22
H16. 5.28に出席 ～

井上 吉雄 地球環境部 中国 「作物生育のモニタリング手法」に関する 要請出張H16. 5.23
国際ワークショップに出席 ～ 南京農業大学H16. 5.28

菅原 和夫 化学環境部 ミャンマー アセアン拠出金事業「農業の多面的機能に関 要請出張H16. 5.30
する計量的調査研究及び普及事業」における ～ 農林水産省H16. 6. 5
フォローアップに係る指導及び現地調査

八木 一行 地球環境部 モーリシャス ガイドライン第 回執筆者会合に出 研究推進費IPCC 2 H16. 5.31
H16. 6. 5席 ～

織田 久男 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関わる調査と情報交換 交付金プロジェH16. 6. 1
～ クトH16. 6. 4

清家 伸康 化学環境部 韓国 日韓共同研究のための農耕地土壌サンプリ 交付金プロジェH16. 6. 1
ングおよび研究打合せ ～ クトH16. 6. 4

藤井 義晴 ポーランド 第 回欧州アレロパシー会議に出席 研究推進費生物環境安全部 2 H16. 6. 1
H16. 6. 7～

殷 煕洙 環境化学分析 韓国 日韓共同研究のための研究打合せおよびダ 交付金プロジェH16. 6. 1
センター イオキシン類分析法に基づく土壌分析 ～ クトH16. 6.12

岡 三徳 韓国 遺伝子組換え体の環境安全性評価セミナー 要請出張生物環境安全部 H16. 6. 2
への参加と講演 ～ 韓国生物科学・H16. 6. 4

工学研究所

松井 正春 韓国 遺伝子組換え体の環境安全性評価セミナー 要請出張生物環境安全部 H16. 6. 2
への参加と講演 ～ 韓国生物科学・H16. 6. 4

工学研究所

石郷岡康史 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響 農水省委託プロH16. 6. 6
の解明と予測手法の開発」のための観測装 ～ ジェクトH16. 6.11
置の設置と研究打合せ

研 究 ・ 技 術 協 力
（ . ～ ）Ｈ１６ ４ ６
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

後藤 慎吉 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響 農水省委託プロH16. 6. 6
の解明と予測手法の開発」のための観測装 ～ ジェクトH16. 6.11
置の設置と研究打合せ

小川 直人 化学環境部 アメリカ 第 回国際環境バイオテクノロジー学会に 研究推進費7 H16. 6.17
H16. 6.23出席 ～

横沢 正幸 地球環境部 中国 中国における生態系炭素循環モデルに関す 要請出張中国科H16. 6.20
る研究会合に出席 ～ 学院地理科学・H16. 6.27

資源研究所

杜 明遠 地球環境部 中国 地表面からの風送ダスト鉛直輸送量の調査 要請出張H16. 6.21
研究 ～ 理化学研究所H16. 7. 5

白戸 康人 地球環境部 モンゴル モンゴルにおける土壌調査および長期連用 交付金プロジェH16. 6.21
試験データ収集 ～ クトH16. 7. 8

藤原 英司 環境化学分析 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための 要請出張H16. 6.21
センター 土壌調査 ～ 筑波大学H16. 7. 8

八木 一行 地球環境部 フィンランド （統合陸域生態系－大気プロ 要請出張IGBP-iLEAPS H16. 6.26
H16. 7. 1 LEAPSセス研究計画）科学推進委員会出席のため ～

陽 捷行 理事長 中国 「作物生産における面的汚染源の政策フォ 要請出張H16. 6.27
ーラムに関する国際会議」における講演 ～ 中国科学院南京H16. 6.30

土壌研究所

牧野 知之 化学環境部 フランス 日仏セミナー「食品の安全性と新規食品」 研究推進費H16. 6.27
H16. 7. 4に出席 ～

依 頼 研 究 員

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 6. 1瀧 典明 宮城県古川農業試験場 養分動態ユニット 有機物を施用した転換畑圃場における窒素動
H16. 8.31態の解明 ～

技 術 講 習

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 4. 1中島 正宏 新潟大学 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里
H16. 4. 5植物のクローン分析 ～

Al H16. 4. 1家田 浩之 東京大学大学院 土壌物理ユニット 土壌中の交換性 の測定
H16. 5.31～

H16. 4. 1相田 美喜 筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する除草剤の影響評価に関
H16. 6.30する手法 ～
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氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 4. 1沼尻 将宜 東京農業大学 微生物分類研究室 微生物の分類・同定および生態研究に関する
H16. 7.30技術講習 ～

H16. 4. 1大矢 香織 日本大学 土壌物理ユニット 茶園土壌の物理的特性の計測および計測結果
H16. 8.31の解析手法の習得 ～

Habib Nasir ( )IBEX H16. 4. 1有 化学生態ユニット ヒガンバナに含まれる他感物質の分析法
H16. 9.30～

H16. 4. 1齊藤 誠 筑波大学大学院 フラックス変動評価 渦相関法による水田上の二酸化炭素・水・熱
H17. 3.31チーム フラックスの観測に関する高度技術習得 ～

DNA H16. 4. 1一幡由香利 茨城大学大学院 微生物機能ユニット 土壌細菌の多様性解析のための 取り扱
H17. 3.31い技術の修得 ～

H16. 4. 1杉澤 真吾 東京農業大学大学院 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得
H17. 3.31～

H16. 4. 1楠本 理香 茨城大学 線虫・小動物ユニッ カバークロップ利用と線虫の種別増殖に関す
H17. 3.31ト る研究・調査 ～

H16. 4. 1大野 雅弘 茨城大学大学院 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン
H17. 3.31ット トロール技術の修得 ～

H16. 4. 1西村 伊吹 茨城大学 微生物分類研究室 糸状微生物の分類と同定に関する技術講習
H17. 3.31～

H16. 4. 1河上 強志 筑波大学大学院 環境化学物質分析研 河川および湖沼底質の農薬分析技術の習得
H17. 3.31究室 ～

H16. 4. 1池中 良徳 信州大学大学院 環境化学物質分析研 河川および湖沼における底質、水、大気、生
H17. 3.31究室 物中のダイオキシン類の分析技術の習得 ～

H16. 4. 1武藤 見佳 東京大学大学院 放射性同位体分析研 放射性核種測定のための技術取得
H17. 3.31究室 ～

H16. 4.20森田沙綾香 福井県立大学大学院 化学生態ユニット 天然生理活性物質の単離・同定・構造決定
H16. 5.20～

( ) H16. 4.21水口 悟 株 天野エンザイム 微生物機能ユニット 遺伝子組換え微生物の安全性評価技術の修得
H16.10.21～

H16. 4.30岡本雄太郎 茨城大学大学院 温室効果ガスチーム 農耕地における温室効果ガス発生量の測定法
H16. 6.30～

H16. 5.17須永 薫子 国立科学博物館筑波実 土壌分類研究室 土壌一般理化学性分析
H16.12.27験植物園 ～

H16. 5.20大小原眞希子 東京農業大学大学院 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得
H17. 3.31～

NMR H16. 5.27米澤 拓也 明治大学大学院 化学生態ユニット 腐植物質および粘土鉱物の精製と によ
H17. 3.31るキャラクタリゼーション ～

H16. 6.14前田由紀子 愛媛大学大学院連合 微生物分類研究室 微生物の分類・同定
H16. 6.25～

H16. 6.28鳥谷 泰 神戸大学大学院 環境化学物質分析研 遺伝子組換え植物のダイオキシン類測定
H17. 3.31究室 ～
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その他の研究・研修

氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Saligrama JSPS H16. 4. 9マイソール大 外 国 人 農薬影響軽減ユニッ 植物多価ワクチンにより誘導される防
A. Deepak DNA H18. 4. 8学（インド） 特別研究員 ト 御応答遺伝子の発現解析と アレ ～

イ作出

Fulu Tao H16. 4. 1中国農業科学 エコフロンテ 食料生産予測チー 東アジアにおける農業生産量変動に対
H17. 3.31院農業気象研 ィア・フェロ ム、気候資源ユニッ するリスク評価 ～

究所 ー ト

Edmond R. H16. 4. 1エコフロンテ 環境計測ユニット インドシナ半島周辺における降水量分
Ranatunge H17. 3.31ィア・フェロ 布変動と山岳地帯の農業土地利用との ～

ー 関係解明

Weiguo H16. 4. 1エコフロンテ 温室効果ガスチーム 水田からのメタン発生量広域評価を目
Cheng H17. 3.31ィア・フェロ 指した水田土壌化学性のパラメーター ～

ー 化

COP6 H16. 4. 1山田 智康 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H16. 4. 1小野 圭介 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H16. 4. 1韓 光鉱 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H16. 4. 1永井 秀幸 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

H16. 4. 1古林 章弘 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4. 1小原 直美 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

Zahida Iqbal H16. 4. 1重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4. 1中島 江理 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4. 1Mohammad 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31Masud Parvez 協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4.18篠原 信 農生機構野菜 受 入 研 究者 微生物分類研究室 青枯病抵抗性トマト根圏の微生物相研
H16. 4.24茶業研究所 （国内） 究 ～

Mathias H16. 5.24国際稲研究所 外国人受入研 土壌生化学ユニット 低リン酸耐性イネにおける遺伝子解析
Wissuwa H16. 6. 1究者 ～


